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資
政
策
」
に
分
類
で
き
る
。
最
近
の
中
国
に
よ
る
Ｅ
Ｓ
例
を
挙
げ
る

と
、「
貿
易
政
策
」に
関
し
て
は
中
国
の
政
治
的
意
向
に
背
い
た
場
合
、

輸
出
入
が
規
制
さ
れ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
ダ
ラ
イ
・

ラ
マ
と
あ
る
国
の
国
家
指
導
者
が
面
会
し
た
場
合
、
そ
の
後
の
対
中

貿
易
量
が
平
均
一
六・九
％
減
少
す
る
と
い
う
研
究
が
あ
る
。

　
「
投
資
政
策
」
と
「
経
済
援
助
」
を
組
み
合
わ
せ
た
例
と
し
て
、
中

国
の
援
助
に
よ
り
整
備
さ
れ
た
港
湾
イ
ン
フ
ラ
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ギ

リ
シ
ャ
の
ピ
レ
ウ
ス
港
、
パ
キ
ス
タ
ン
の
グ
ワ
ダ
ル
港
、
ス
リ
ラ
ン

カ
の
ハ
ン
バ
ン
ト
タ
港
、
ジ
ブ
チ
の
ド
ラ
レ
港
な
ど
は
戦
略
的
要
所

に
あ
る
湾
港
だ
が
、
い
ず
れ
も
中
国
企
業
に
運
営
権
譲
渡
が
完
了
し

て
い
る
か
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
ん
で
い
る
。
さ
ら
に
、
元
米
海

軍
基
地
が
あ
っ
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ス
ー
ビ
ッ
ク
港
に
つ
い
て
も
、
中

国
企
業
が
関
心
を
示
し
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　

韓
国
が
終
末
高
高
度
地
域
防
衛
（
Ｔ
Ｈ
Ａ
Ａ
Ｄ
）
ミ
サ
イ
ル
の
配

備
を
決
定
し
た
後
、
突
如
中
国
が
旅
行
代
理
店
に
対
し
て
韓
国
へ
の

団
体
ツ
ア
ー
旅
行
を
停
止
さ
せ
、
ま
た
航
空
会
社
に
航
空
券
の
販
売

数
制
限
や
便
数
を
減
ら
す
こ
と
で
観
光
客
を
減
少
さ
せ
た
こ
と
は

「
経
済
制
裁
」
に
該
当
す
る
。
ま
た
、
後
述
す
る
ハ
ッ
キ
ン
グ
等
を

通
じ
た
知
的
財
産
の
盗
難
は
Ｅ
Ｓ
の「
サ
イ
バ
ー
」に
分
類
で
き
る
。

さ
ら
に
、
中
国
の
米
国
債
購
入
減
少
を
示
唆
す
る
こ
と
で
加
え
る
圧

力
は「
財
政・金
融
政
策
」の
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。「
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
」に
関
し
て
は
、中
国
へ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
輸
出
額
が
膨
大
な
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
が
、
中
国
市
場
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
失
う
こ
と
を
危
惧
し

て
「
忖
度
」
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
備
え
て
し
ま
っ
て
い
る
状
況

が
こ
れ
に
分
類
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

経
済
手
段
を
通
じ
た
国
益
追
求
は
、
歴
史
的
に
全
て
の
国
が
多
か

れ
少
な
か
れ
行
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
中
国
の
よ
う
な
権
威
主
義
国

家
は
、
国
有
企
業
を
用
い
て
市
場
経
済
原
理
を
無
視
し
て
ま
で
も
国

家
の
地
政
学
的
国
益
を
優
先
で
き
る
。〈
中
国
製
造
２
０
２
５
〉
に

も
見
ら
れ
る
自
国
市
場
へ
の
参
入
制
限
や
補
助
金
に
よ
る
自
国
産
業

育
成
は
、
民
主
主
義
国
家
に
は
真
似
が
で
き
な
い
ツ
ー
ル
だ
。

「
戦
略
的
競
争
国
」
と
し
て
の
中
国

　

ト
ラ
ン
プ
政
権
の
『
国
家
安
全
保
障
戦
略
』
や
『
国
家
防
衛
戦
略
』

で
は
中
国
が
「
戦
略
的
競
争
国
」
と
形
容
さ
れ
て
い
る
が
、
軍
事
安

全
保
障
の
み
な
ら
ず
、
経
済
的
側
面
が
強
く
示
唆
さ
れ
て
い
る
。

　

先
進
国
に
と
っ
て
中
国
の
経
済
的
脅
威
の
一
つ
は
、
知
的
財
産
の

流
出
だ
。
二
〇
一
五
年
九
月
に
習
近
平
国
家
主
席
と
オ
バ
マ
大
統
領

は
商
業
的
利
益
を
目
的
と
し
た
相
互
の
知
的
財
産
権
窃
盗
を
行
わ
な

い
こ
と
に
合
意
し
た
。
し
か
し
、『
米
国
知
的
財
産
権
窃
盗
に
関
す

る
委
員
会
報
告
書
（
一
七
年
）』
は
、
中
国
の
知
的
財
産
侵
害
は
現

在
も
続
い
て
お
り
、被
害
額
は
年
間
六
〇
〇
〇
億
ド
ル
と
推
定
す
る
。
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中
国
企
業
が
軍
事
転
用
可
能
な
技
術
を
持
つ
欧
州
企
業
を
株
価
操

作
が
疑
わ
れ
る
手
法
を
通
じ
て
買
収
を
試
み
る
事
例
が
発
生
し
た
。

二
〇
一
五
年
末
、
中
国
企
業
三
安
光
電
が
、
ド
イ
ツ
の
半
導
体
製
造

装
置
メ
ー
カ
ーA

ixtron

（
A
社
）
へ
の
大
量
発
注
を
突
然
キ
ャ

ン
セ
ル
し
た
。
Ａ
社
の
株
価
は
急
落
、
そ
こ
へ
中
国
系
投
資
フ
ァ
ン

ド
の
福
建
芯
片
投
資
基
金
が
買
収
す
る
と
発
表
し
た
。
し
か
し
、
Ａ

社
の
半
導
体
技
術
は
米
国
パ
ト
リ
オ
ッ
ト
・
ミ
サ
イ
ル
防
衛
シ
ス
テ

ム
の
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
に
使
わ
れ
て
い
る
技
術
で
も
あ
り
安
全
保
障

上
の
懸
念
が
あ
る
と
し
て
、
オ
バ
マ
大
統
領
は
Ａ
社
の
米
国
子
会
社

買
収
を
禁
止
す
る
大
統
領
令
に
署
名
。
こ
れ
に
よ
り
、
福
建
芯
片
投

資
基
金
は
買
収
計
画
を
断
念
し
た
。

　
「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
」
紙
は
、
Ａ
社
買
収
に
関
係
し
た

三
安
光
電
と
福
建
芯
片
投
資
基
金
双
方
に
政
府
系
投
資
フ
ァ
ン
ド
の

厦
門
投
資
公
司
の
資
本
が
入
っ
て
い
る
な
ど
、
両
社
が
連
動
し
て
い

る
証
拠
が
あ
る
と
報
じ
た
。
こ
の
よ
う
な
株
価
操
作
が
疑
わ
れ
る
手

法
に
限
ら
ず
、
中
国
企
業
に
よ
る
軍
事
転
用
可
能
な
先
端
技
術
を
含

む
知
的
財
産
の
獲
得
は
多
様
化
・
巧
妙
化
し
て
い
る
。

エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
・ス
テ
イ
ト
ク
ラ
フ
ト（
Ｅ
Ｓ
）と
は
何
か

　

現
在
、
欧
米
で
は
「Econom

ic statecraft

（
Ｅ
Ｓ
）」
と
呼
ば

れ
る
「
経
済
を
テ
コ
に
地
政
学
的
国
益
を
追
求
す
る
手
段
」
が
注
目

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
分
野
は「
貿
易
政
策
」「
投
資
政
策
」「
経
済
制
裁
」

「
サ
イ
バ
ー
」「
経
済
援
助
」「
財
政・金
融
政
策
」「
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
」

の
七
分
野
に
カ
テ
ゴ
リ
ー
分
け
さ
れ
て
お
り
、
Ａ
社
の
事
例
は
「
投

多
摩
大
学
客
員
教
授

井
形 

彬

「
経
済
を
テ
コ
に
地
政
学
的
国
益
を
追
求
す
る
」

Ｅ
Ｓ
は
、
経
済
的
手
段
や
サ
イ
バ
ー
攻
撃
の
組
み
合
わ
せ
で

よ
り
巧
妙
に
目
的
を
果
た
そ
う
と
し
て
い
る
。

自
由
主
義
諸
国
は
、
今
こ
そ
国
内
の
法
整
備
や

国
際
的
連
携
で
対
抗
す
る
必
要
が
あ
る
。

い
が
た　

あ
き
ら　

多
摩
大
学
ル
ー
ル
形
成

戦
略
研
究
所
客
員
教
授
。
青
山
学
院
大
学

非
常
勤
講
師
。
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム

Adjunct Fellow

。
イ
ン
ド
太
平
洋
に
お
け

る
国
際
政
治
、Econom

ic statecraft

、
日

米
関
係
を
専
門
分
野
と
す
る
。

「
経
済
的
国
策
」を
め
ぐ
り
激
化
す
る
米
中
競
争

ー
ー
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
・
ス
テ
イ
ト
ク
ラ
フ
ト
（
E
S
）
に
ど
う
対
処
す
る
か
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金
を
取
り
込
み
、
一
帯
一
路
の
莫
大
な
資
金
に
対
抗
す
る
も
の
だ
。

ま
た
、
不
公
平
な
契
約
を
結
ぶ
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
開
発
途
上
国

政
府
が
健
全
な
投
資
政
策
を
デ
ザ
イ
ン
で
き
る
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
の
能

力
構
築
支
援
に
よ
る
中
国
Ｅ
Ｓ
対
応
策
も
行
わ
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、サ
イ
バ
ー
領
域
に
お
け
る
能
動
的
Ｅ
Ｓ
と
し
て
、昨
年
、

国
防
省
が
発
表
し
た
『
サ
イ
バ
ー
戦
略
』
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
文

書
に
は
「
前
進
防
御
（D

efending Forw
ard

）」
と
い
う
新
た
な

概
念
が
含
ま
れ
て
お
り
、「
サ
イ
バ
ー
攻
撃
を
さ
れ
た
ら
守
る
」
と

い
う
状
況
か
ら
さ
ら
に
一
歩
踏
み
込
み
、「
悪
意
を
持
っ
た
行
為
者

か
ら
攻
撃
能
力
を
取
り
除
く
」
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

　

欧
州
も
E
S
対
応
を
進
め
て
い
る
。
Ｅ
Ｕ
委
員
会
で
は
投
資
規

制
提
案
を
通
じ
て
、
投
資
規
制
が
不
十
分
な
中
小
加
盟
国
に
法
整
備

を
促
し
て
い
る
。
ま
た
、
ギ
リ
シ
ャ
最
大
の
ピ
レ
ウ
ス
港
が
中
国
に

買
収
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
欧
州
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
が
ギ
リ
シ
ャ
で

二
番
目
に
大
き
い
テ
ッ
サ
ロ
ニ
キ
港
を
取
得
。
さ
ら
に
今
年
二
月
、

ド
イ
ツ
が
発
表
し
た
『
国
家
産
業
戦
略
２
０
３
０
』
で
は
、
ド
イ
ツ

の
将
来
的
な
競
争
力
に
つ
な
が
る
企
業
の
買
収
防
衛
の
た
め
の
、
国

家
投
資
フ
ァ
ン
ド
の
設
立
が
提
言
さ
れ
て
い
る
。

Ｅ
Ｓ
時
代
に
お
け
る
日
本
の
対
応

　

こ
の
よ
う
に
、
各
国
が
Ｅ
Ｓ
時
代
に
お
け
る
体
制
作
り
を
進
め
る

中
で
、
日
本
も
民
間
・
政
府
と
も
に
、
防
御
的
・
能
動
的
Ｅ
Ｓ
対
応

を
行
え
る
体
制
作
り
が
必
要
と
な
る
だ
ろ
う
。

　

民
間
レ
ベ
ル
で
は
、
米
国
の
Ｃ
Ｆ
Ｉ
Ｕ
Ｓ
・
Ｅ
Ｃ
Ｒ
Ａ
が
何
を
先

端
技
術
・
基
盤
的
技
術
と
し
て
指
定
す
る
か
を
注
視
す
る
必
要
が
あ

る
。現
在
例
示
さ
れ
て
い
る
先
端
技
術
の
分
野
は
非
常
に
幅
が
広
く
、

今
ま
で
は
安
全
保
障
と
程
遠
い
世
界
に
い
た
日
本
企
業
の
多
く
が
、

自
社
の
技
術
に
安
全
保
障
上
の
リ
ス
ク
が
あ
る
と
し
て
投
資
規
制
や

輸
出
規
制
の
対
象
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

我
が
国
政
府
レ
ベ
ル
で
の
効
果
的
な
対
策
と
し
て
は
、
国
家
経
済

会
議
（
Ｎ
Ｅ
Ｃ
）
と
そ
の
事
務
局
の
設
置
が
挙
げ
ら
れ
る
。
現
在
、

自
民
党
の
ル
ー
ル
形
成
戦
略
議
員
連
盟
で
日
本
版
Ｎ
Ｅ
Ｃ
の
議
論
・

検
討
が
進
ん
で
い
る
が
、
防
御
的
・
能
動
的
Ｅ
Ｓ
へ
の
包
括
的
な
戦

略
立
案
や
、
Ｅ
Ｓ
関
連
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
分
析
、
国
内
政
策
実
施

の
省
庁
間
調
整
や
、
他
国
と
の
Ｅ
Ｓ
連
携
の
窓
口
と
な
る
な
ど
の
役

割
が
期
待
さ
れ
る
。
米
国
の
Ｎ
Ｅ
Ｃ
は
ス
タ
ッ
フ
不
足
で
省
庁
間
調

整
機
能
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
日
本
の
Ｎ
Ｅ
Ｃ
が
米
国
を
超
え
る
包

括
的
な
Ｅ
Ｓ
機
能
を
持
ち
、
国
家
安
全
保
障
会
議
（
Ｎ
Ｓ
Ｃ
）
同

様
、
首
相
直
轄
の
実
効
性
が
担
保
さ
れ
た
機
関
と
な
る
の
が
理
想
だ

ろ
う
。
ま
た
、
Ｎ
Ｅ
Ｃ
事
務
局
に
は
省
庁
か
ら
の
出
向
者
の
み
な
ら

ず
学
界
や
シ
ン
ク
タ
ン
ク
、
民
間
の
若
手
人
材
を
多
数
登
用
し
、
創

造
性
の
高
い
政
策
立
案
能
力
を
持
た
せ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。
●
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中
国
の
知
的
財
産
獲
得
に
向
け
た
試
み
は
合
法
的
な
手
段
か
ら
違

法
手
段
ま
で
幅
広
い
が
、
そ
の
方
法
は
よ
り
巧
妙
に
な
っ
て
い
る
。

単
純
な
「
企
業
買
収
」
か
ら
、冒
頭
の
事
例
の
よ
う
に
「
株
式
取
得
」

へ
手
法
を
変
え
、
投
資
規
制
の
強
化
を
受
け
て
、「
技
術
を
持
つ
社

員
の
引
き
抜
き
」、
あ
る
い
は
投
資
を
装
い
「
資
産
適
正
評
価
の
過

程
で
企
業
秘
密
を
獲
得
」
し
、
入
手
次
第
、
投
資
話
を
中
止
す
る
と

い
っ
た
手
法
を
取
っ
て
い
る
。
５
Ｇ
網
整
備
を
め
ぐ
る
是
非
で
欧
米

諸
国
の
対
応
が
割
れ
て
い
る
フ
ァ
ー
ウ
ェ
イ
は
、
他
社
の
企
業
機
密

を
盗
ん
だ
従
業
員
に
ボ
ー
ナ
ス
を
出
し
て
い
た
と
米
国
司
法
省
が
発

表
し
た
。

　

開
発
途
上
国
に
と
っ
て
は
、
中
国
へ
の
経
済
依
存
が
一
番
の
経
済

的
脅
威
だ
。多
く
の
国
が
中
国
か
ら
の
巨
額
の
過
剰
債
務
に
よ
る「
債

務
の
罠
」
に
苦
し
ん
で
い
る
。
ま
た
、
前
述
し
た
「
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ

効
果
」
は
中
国
に
貿
易
依
存
す
る
中
小
国
ほ
ど
無
視
が
で
き
な
い
も

の
だ
。
通
信
イ
ン
フ
ラ
を
中
国
に
依
存
す
れ
ば
、
サ
イ
バ
ー
攻
撃
は

も
と
よ
り
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
・
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
に
バ
ッ
ク
ド
ア
が
仕

掛
け
ら
れ
る
可
能
性
が
否
め
な
い
。
加
え
て
二
〇
一
七
年
七
月
に
成

立
し
た
中
国
「
国
家
情
報
法
」
に
よ
り
、
中
国
の
個
人
や
企
業
は
政

府
の
諜
報
活
動
に
協
力
す
る
法
的
基
盤
が
整
備
さ
れ
た
た
め
、
サ
イ

バ
ー
攻
撃
に
さ
ら
さ
れ
る
ま
で
も
な
く
情
報
提
供
が
行
わ
れ
る
可
能

性
が
あ
る
。

米
国
・
欧
州
の
Ｅ
Ｓ
対
応
策

　

米
国
で
は
中
国
の
投
資
政
策
に
対
応
す
る
た
め
、昨
年
八
月
に「
投

資
規
制
委
員
会
（
Ｃ
Ｆ
Ｉ
Ｕ
Ｓ
）
改
革
法
」
を
制
定
、
外
国
の
当
事

者
に
よ
る
安
全
保
障
関
連
施
設
付
近
の
不
動
産
購
入
へ
の
審
査
管
轄

権
拡
大
や
、「
先
端
技
術
」
と
「
基
盤
的
技
術
」
に
指
定
さ
れ
た
技

術
を
持
つ
企
業
も
審
査
対
象
に
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ

は
同
時
に
成
立
し
た
「
輸
出
管
理
改
革
法
（
Ｅ
Ｃ
Ｒ
Ａ
）」
に
よ
り
、

Ａ
Ｉ
・
測
位
技
術
・
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
・
デ
ー
タ
分
析
・
輸
送
技
術
・

ロ
ボ
ッ
ト
工
学
・
先
進
監
視
技
術
な
ど
一
四
カ
テ
ゴ
リ
ー
・
四
七
の

サ
ブ
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
安
全
保
障
上
新
た
に
規
制
対
象
と
す
べ
き
技
術

と
し
て
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、今
年
一
月
に
マ
ル
コ・

ル
ビ
オ
上
院
議
員
（
共
和
党
）
と
マ
ー
ク・ワ
ー
ナ
ー
上
院
議
員
（
民

主
党
）
が
、
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
に
「
重
要
技
術
・
安
全
保
障
局
（
Ｏ

Ｃ
Ｔ
Ｓ
）」
を
設
置
す
る
超
党
派
法
案
を
提
出
し
た
。

　

こ
れ
ら
を
防
御
的
な
Ｅ
Ｓ
と
形
容
す
る
な
ら
ば
、
米
国
の
「
イ
ン

ド
太
平
洋
戦
略
」
の
経
済
的
側
面
は
能
動
的
な
Ｅ
Ｓ
と
言
え
る
だ
ろ

う
。
昨
年
一
〇
月
に
成
立
し
た
Ｂ
Ｕ
Ｉ
Ｌ
Ｄ
法
は
、
海
外
民
間
投
資

公
社
（
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
）
や
米
国
国
際
開
発
庁
（
Ｕ
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｄ
）
の
機
能

を
統
合
し
た
米
国
国
際
開
発
金
融
公
社
（
Ｕ
Ｓ
Ｄ
Ｆ
Ｃ
）
の
設
立
を

決
定
。
戦
略
的
な
イ
ン
フ
ラ
投
資
を
呼
び
水
に
民
間
セ
ク
タ
ー
の
資


